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1. 平成30年12月期第2四半期の連結業績（平成30年1月1日～平成30年6月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

30年12月期第2四半期 14,113 12.3 274 △63.6 245 △61.4 165 △56.3

29年12月期第2四半期 12,568 9.1 754 650.2 636 ― 379 ―

（注）包括利益 30年12月期第2四半期　　130百万円 （△68.9％） 29年12月期第2四半期　　417百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

30年12月期第2四半期 9.28 ―

29年12月期第2四半期 21.18 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

30年12月期第2四半期 29,715 11,023 37.1

29年12月期 30,725 10,982 35.7

（参考）自己資本 30年12月期第2四半期 11,023百万円 29年12月期 10,982百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

29年12月期 ― 5.00 ― 5.00 10.00

30年12月期 ― 5.00

30年12月期（予想） ― 5.00 10.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 平成30年12月期の連結業績予想（平成30年 1月 1日～平成30年12月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 28,500 6.9 850 △37.9 650 △43.6 450 △33.2 25.21

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 30年12月期2Q 22,400,000 株 29年12月期 22,400,000 株

② 期末自己株式数 30年12月期2Q 4,547,842 株 29年12月期 4,547,841 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 30年12月期2Q 17,852,159 株 29年12月期2Q 17,897,078 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の
業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料
２ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明 

当第２四半期連結累計期間(平成30年１月１日～平成30年６月30日)のわが国経済は、雇用や所得環境の改善

傾向が続く中で、景気は穏やかな回復基調が続いております。しかしながら、貿易摩擦や地政学的リスクに伴う

世界経済への影響懸念もあって、依然として先行き不透明な状況にあります。

当社原料コストに大きく影響する原油相場は、第１四半期の60ドル前半／バレル、当第２四半期には70ドル

前半／バレルにまで上昇、また、円・ドル為替相場は106～110円／ドルの円高レンジにて推移いたしました。 

このような状況の中、当社業績は、ワックス国内販売は堅調に推移し、販売数量では前年同期に比較し180ト

ン増の18,256トン、販売高では156百万円増の5,945百万円の実績、輸出販売は米国向け液状輸出の減販により販

売数量では前年同期に比較して2,705トン減の19,298トン、販売高で301百万円減の3,463百万円の実績、重油販

売は販売数量で22,396キロリットル増の91,962キロリットル、販売高では1,689百万円増の4,628百万円の実績と

なり、総売上高はその他商品を含めて1,545百万円増の14,113百万円となりました。

しかしながら、利益面では、原料等コストの上昇を製品価格改訂にてカバーできていないこと、及び徳山工

場の新分子蒸留設備導入及び既設設備の老朽化に伴う設備コストアップの影響により当第２四半期連結累計期間

は前年同期に比較して、営業利益では480百万円減の274百万円、経常利益は390百万円減の245百万円、親会社株

主に帰属する四半期純利益は213百万円減の165百万円となりました。

 

（２）財政状態に関する説明

① 財政状態 

当第２四半期連結会計期間末における資産合計は、前連結会計年度末に比較して1,010百万円減少の29,715

百万円となりました。これは主としてたな卸資産の減少額923百万円、有形固定資産の減少額207百万円等によ

るものです。

これに対して負債合計は、前連結会計年度末に比較して1,051百万円減少の18,692百万円となりました。こ

れは主として支払手形及び買掛金の減少額133百万円、未払法人税等の減少額270百万円、長期借入金の減少額

769百万円等によるものです。

また純資産合計は、前連結会計年度末に比較して40百万円増加の11,023百万円となりました。これは主と

して利益剰余金の増加額76百万円等によるものです。

 

② キャッシュ・フローの状況 

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物(以下「資金」という。)は、前連結会計年度末

に比較して64百万円増加し1,890百万円となりました。 

当第２四半期連結累計期間における区分ごとのキャッシュ・フローの状況は以下のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果得られた資金は、1,236百万円（前年同期比418百万円収入減）となりました。これは主

として税金等調整前四半期純利益251百万円、減価償却費472百万円、たな卸資産の減少額929百万円、仕入

債務の減少額149百万円、未払金の増加額121百万円等によるものです。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果使用した資金は、321百万円（前年同期比252百万円の支出減）となりました。これは有形

及び無形固定資産の取得による支出498百万円、有形固定資産の売却による収入234百万円等によるもので

す。

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

財務活動の結果使用した資金は、841百万円（前年同期比499百万円の支出増）となりました。これは主と

して短期借入金の純増額361百万円、長期借入金の返済による支出1,059百万円等によるものです。 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

平成30年２月15日に公表いたしました業績予想につきましては、現時点では変更ございません。 
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

  前連結会計年度 
(平成29年12月31日) 

当第２四半期連結会計期間 
(平成30年６月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 1,826 1,890 

受取手形及び売掛金 3,323 3,417 

商品及び製品 4,849 4,509 

原材料及び貯蔵品 3,726 3,142 

その他 418 388 

貸倒引当金 △3 △4 

流動資産合計 14,141 13,344 

固定資産    

有形固定資産    

土地 9,539 9,541 

その他（純額） 6,215 6,005 

有形固定資産合計 15,755 15,547 

無形固定資産 83 109 

投資その他の資産 745 713 

固定資産合計 16,584 16,370 

資産合計 30,725 29,715 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 1,096 962 

短期借入金 9,836 9,910 

未払法人税等 367 96 

賞与引当金 50 50 

修繕引当金 84 11 

その他 1,950 2,247 

流動負債合計 13,385 13,278 

固定負債    

長期借入金 2,697 1,928 

再評価に係る繰延税金負債 2,629 2,629 

退職給付に係る負債 114 131 

その他 916 725 

固定負債合計 6,357 5,414 

負債合計 19,743 18,692 

純資産の部    

株主資本    

資本金 1,120 1,120 

資本剰余金 25 25 

利益剰余金 4,932 5,009 

自己株式 △1,158 △1,158 

株主資本合計 4,919 4,996 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 146 109 

土地再評価差額金 5,991 5,991 

為替換算調整勘定 △75 △74 

その他の包括利益累計額合計 6,062 6,027 

純資産合計 10,982 11,023 

負債純資産合計 30,725 29,715 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
 前第２四半期連結累計期間 
(自 平成29年１月１日 

 至 平成29年６月30日) 

 当第２四半期連結累計期間 
(自 平成30年１月１日 
 至 平成30年６月30日) 

売上高 12,568 14,113 

売上原価 10,573 12,610 

売上総利益 1,995 1,502 

販売費及び一般管理費 1,240 1,228 

営業利益 754 274 

営業外収益    

受取利息 0 0 

受取配当金 7 10 

受取保険金 － 33 

受取賃貸料 7 8 

その他 19 26 

営業外収益合計 34 79 

営業外費用    

支払利息 103 89 

為替差損 31 4 

その他 17 14 

営業外費用合計 152 108 

経常利益 636 245 

特別利益    

固定資産売却益 － 5 

特別利益合計 － 5 

特別損失    

固定資産除却損 20 0 

特別損失合計 20 0 

税金等調整前四半期純利益 615 251 

法人税等 236 85 

四半期純利益 379 165 

非支配株主に帰属する四半期純利益 － － 

親会社株主に帰属する四半期純利益 379 165 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
 前第２四半期連結累計期間 
(自 平成29年１月１日 

 至 平成29年６月30日) 

 当第２四半期連結累計期間 
(自 平成30年１月１日 
 至 平成30年６月30日) 

四半期純利益 379 165 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 20 △37 

為替換算調整勘定 17 1 

その他の包括利益合計 38 △35 

四半期包括利益 417 130 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 417 130 

非支配株主に係る四半期包括利益 － － 
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

    （単位：百万円） 

 
 前第２四半期連結累計期間 
(自 平成29年１月１日 

 至 平成29年６月30日) 

 当第２四半期連結累計期間 
(自 平成30年１月１日 
 至 平成30年６月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前四半期純利益 615 251 

減価償却費 419 472 

貸倒引当金の増減額（△は減少） － 1 

賞与引当金の増減額（△は減少） △0 △0 

修繕引当金の増減額（△は減少） △72 △72 

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △11 16 

受取利息及び受取配当金 △7 △11 

受取保険金 - △33 

支払利息 103 89 

為替差損益（△は益） 5 13 

固定資産売却損益（△は益） － △5 

固定資産除却損 20 0 

売上債権の増減額（△は増加） 198 △92 

たな卸資産の増減額（△は増加） 780 929 

仕入債務の増減額（△は減少） △557 △149 

未払金の増減額（△は減少） 297 121 

未払消費税等の増減額（△は減少） △42 △20 

その他 127 73 

小計 1,875 1,580 

利息及び配当金の受取額 7 11 

保険金の受取額 - 33 

利息の支払額 △113 △77 

法人税等の支払額 △114 △311 

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,655 1,236 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

有形及び無形固定資産の取得による支出 △572 △498 

有形固定資産の売却による収入 － 234 

投資有価証券の取得による支出 △0 △50 

その他 △1 △7 

投資活動によるキャッシュ・フロー △574 △321 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入金の純増減額（△は減少） 774 361 

長期借入金の返済による支出 △1,213 △1,059 

配当金の支払額 △89 △89 

その他 186 △54 

財務活動によるキャッシュ・フロー △342 △841 

現金及び現金同等物に係る換算差額 12 △9 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 750 64 

現金及び現金同等物の期首残高 1,383 1,826 

現金及び現金同等物の四半期末残高 2,134 1,890 
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。

 

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】 

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自 平成29年１月１日 至 平成29年６月30日） 

 当社グループは、石油精製及び石油製品の製造販売事業の単一セグメントであるため、記載を省略しており

ます。 

 

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自 平成30年１月１日 至 平成30年６月30日） 

 当社グループは、石油精製及び石油製品の製造販売事業の単一セグメントであるため、記載を省略しており

ます。 
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